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6０年を振り返って いにしえより風光明媚な温泉保養地として
親しまれ、豊かな自然を観光資源として発展
してきた箱根町の軌跡を10年毎にたどります。
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6０年を振り返って
1956年（昭和31年）
　〜19６５年（昭和４０年）

1966年（昭和41年）
　〜197５年（昭和5０年）

1976年（昭和51年）
　〜198５年（昭和6０年）

1986年（昭和61年）
　〜199５年（平成 7年）

1996年（平成 8年）
　〜200５年（平成17年）

2006年（平成18年）
　〜2016年（平成28年 7月）

　昭和31年 9 月30に湯本町、温泉
村、宮城野村、仙石原村、箱根町
の 5 ケ町村が合併し現在の箱根町
が誕生しました。

　東京オリンピックが開催された
昭和39年には総合計画を策定。日
本経済の高度成長を追風に、観光
を主体とした町づくりを目指しま
した。同年 7 月 4 日には北海道虻

あ ぶ

田
だ

町（現：洞爺湖町）と観光姉妹
都市を提携しています。

　昭和41年10月26日には箱根に第
17番目の温泉場「芦ノ湖温泉」が
開湯、昭和47年にはカナダ・ジャ
スパー町との観光姉妹都市提携な
ど国際観光地への道を邁進してい
きます。

　昭和51年 9 月30日に町制20周年
を迎え、町民歌「和む光の」が制
定されました。
　日本経済は安定成長期に入り、
箱根湿生花園や郷土資料館等、箱
根町の特性を活かした新しい施設
がオープンしました。

　昭和59年 5 月31日には箱根寄木
細工が国の伝統的工芸品に指定さ
れました。江戸時代末期に箱根町
畑宿で生まれた技術が現在まで受
け継がれています。

　昭和62年10月 7 日にはニュージ
ーランド・タウポ町と姉妹都市を
提携、平成 3 年10月には箱根関所
の観覧者が 2 千万人を達成しまし
た。一方、観光地であるが故のご
み問題に対応するために、平成 5
年に美化センターが完成し、ごみ
の分別収集と資源ごみの回収が始
まりました。

　平成10年10月に「かながわ・ゆめ
国体」剣道競技会がレイクアリー
ナ箱根で開催されました。また、
平成15年10月18日には第80回大会
を記念して芦ノ湖畔で箱根駅伝の
予選会が開催されました。

　町制が施行されてから60年を迎えました。この間、先人たちの英知とたゆまぬ努力に
より、今日の本町発展の礎が築かれましたことに対しまして、深く敬意を表するととも
に、感謝申しあげる次第であります。
　今後も、安心して幸せに暮らせる町づくりを推進するため、議会といたしましても、
町民の皆さまの声をしっかりと受け止め、町政に反映できるよう努力していく所存でご
ざいますので、さらなるご支援とご協力をお願い申しあげます。

箱根町議会議長　　沖津　弘幸

　現在の箱根町が誕生し60年の歳月が経ちました。温泉や豊かな自然が織りなす景観な
ど恵まれた資源を活かしながら、箱根町の発展にご尽力された先人の英知に改めて敬意
を表します。60周年を祝うに相応しく、 7月には 1年 3ケ月ぶりに大涌谷園地への立入
規制を解除することができ、心より嬉しく思っております。大きな節目の年を迎え、輝
かしい未来へと新たな一歩を踏み出してまいりますので、一層のご支援を賜りますよう
お願いいたします。

箱根町長　　山口　昇士

　平成17年 8 月25日には台風11号
により町営温泉施設などが甚大な
被害を受けました。

　箱根関所復元（平成19年）、箱根
ジオパーク誕生（平成24年）、箱根
ジオミュージアム開館(平成26年)、
スイス・サンモリッツとの友好都市
提携（同）、八代亜紀さんの親善大
使就任（平成27年）など様々な事業
により、時代に即した町づくりを
進めました。

　平成27年 ５ 月から大涌谷周辺で
の火山活動が活発化しましたが平
成28年 7 月26日、 1 年 3 ケ月ぶり
に規制解除となりました。
　これからも箱根町は一歩、一歩
着実に前へ進んでいきます。
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東京オリンピックの聖火が役場に１泊

ジャスパー町と観光姉妹都市提携

芦ノ湖温泉開湯 町章を制定
昭和33年 2 月11日

タウポ町と姉妹都市提携

役場本庁舎完成

郷土資料館開館

作詞　戸上寛子／作曲　藤山一郎

美化センター竣工式

かながわ・ゆめ国体

箱根関所復元記念式典

はこね親善大使委嘱　記者会見

規制解除後の大涌谷 ごみの分別収集と資源ごみの回収

箱根駅伝第80回大会予選会

虻田町と観光姉妹都市提携

　昭和44年には現在の役場本庁舎
が完成し、箱根観光物産館、温泉
公民館、宮城野公民館を開設する
等、公共施設の整備が進みました。

～そして未来へ～

町制60周年記念特集



年間2,000万人もの来訪者が訪れる国際観光地－箱根。
国内外から愛され60歳を迎えました。皆様から箱根に寄
せられた想いを紹介します。

町制60周年記念特集
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「思い出のグッズ」
　私の母校、町立湯本中学校の帽章と襟章、バスケットボール部のユニフォーム、それに創立10周
年当時の記念誌です。これらを見ていると、「うららびもゆる箱根路や～♪」で始まる校歌の旋律
が脳裏に浮かんできます。
　クリクリ坊主頭で過ごした 3 年間から、既に半世紀もの月日が流れました。学校統合で廃校とな
った今でも、心の中には忘れ得ぬ学び舎として鮮明に残っています。
　ただ、 2 年毎に継続して開催している同窓会への出席者が回を追って少なくなってきているのは
淋しいものです。
　学校創立20周年の節目の年に在校していたことや、第 2 回交換中学生として姉妹都市の虻田町（現在
の洞爺湖町）を訪問させていただいたことなど、小さな宝物を慈しむように懐かしく思い返しています。
　子どものころから私の心身を育んでくれた愛する箱根町。還暦を機にますますの発展を祈るとと
もに、郷土箱根のために自分ができることについて、改めて思いを巡らせている今日この頃です。

小田原市　信濃行治さん

「未来の箱根町に託したいこと」
　町制60周年おめでとうございます。寄木細工に心を奪われ、何度も町にお邪魔している身
として、心からお祝いの言葉を申しあげます。寄木細工を初めて見たときの衝撃は今でも忘
れることができません。複雑な模様、素材の木の美しさ…。手に取り、その肌触り、木のに
おい、ずっしりとした質感を感じたとき、こんな素晴らしい工芸品がある日本に生まれたこ
とに思わず感謝したことを昨日のことのように思い出します。と同時に、これほど美しく、
機能性に優れた工芸品を作り続けている職人のみなさんに心から畏敬の念を抱きました。そ
れから私の箱根通いが始まりました。お小遣いをためては、少しずつ小品からコレクション
を増やしていきました。秘密箱の巧みなつくりにうなったこともいい思い出です。私は、こ
んな素晴らしい工芸品は、ほかにはないと思います。箱根町のみなさんには、寄木細工を町
の宝として、未来に受け継いでいってほしいと思います。 　東京都江東区　山野拓郎さん

６０周年記念企画展（写真展）＆巡回展
あの時、あの場所で…60年を振り返り懐かしの時代へ

タイムスリップ！！

町制６０周年記念式典

町立施設無料開放！

企画展　　期　間　 9 月22日㈭～11月13日㈰
　　　　　場　所　郷土資料館
巡回展　   企画展と同内容の展示を各施設で開催します

期　間 場　所
９ 月 7 日㈬～ 9 月22日㈭　 レイクアリーナ箱根
９ 月24日㈯～１０月 ２ 日㈰　 仙石原文化センター
１０月 ４ 日㈫～１０月24日㈪ さくら館
１０月26日㈬～11月14日㈪　　 社会教育センター
11月16日㈬～11月28日㈪ やまなみ荘
11月30日㈬～12月 ５ 日㈪　　 箱根出張所
12月 7 日㈬～12月21日㈬　 森のふれあい館

次のとおり記念式典を開催します！
日　時　平成28年 9 月30日㈮ 9 時30分～１２時
場　所　仙石原文化センター
内　容　オープニング　和太鼓演奏
　　　　功労者表彰
　　　　記念講演会
　　　　アトラクション「湯立獅子舞」

期　間　 9 月30日㈮～10月 2 日㈰
対象施設　　
　郷土資料館
　箱根関所・関所資料館
　森のふれあい館
　箱根ジオミュージアム

～これまでも、これからも、箱根とともに～

「私の箱根　いまむかし」
　私は箱根によく行きます。むかしは主にデート。彫刻の森、海賊船と四季を通して 2
人の時間を過ごしました。そしていまは、家族や同僚との温泉。強羅、塔ノ沢、湯本の
源泉かけ流しの湯と美味しいお酒でこれまた四季を通じて楽しい時間を過ごしています。
私の箱根への用途は変わりましたが、変わらないものがあります。それは日本文化であ
る「おもてなし」です。一貫として心まで温かくなる応対をしてくれます。苦手な料理
が出た時はサッと別の料理に変え、風邪気味のときは売薬とともに詳しい症状を心配顔
で聞いてくれます。私にとって、箱根はリゾート地であると同時に、心が癒える場所な
のです。つまり、58歳の私が生まれてから今に至るまで「おもてなし」の心で嬉しくな
る場所なのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小田原市　井上靖さん

「青春の箱根」
　旧街道を歩いて行くとぱっと目の前に芦ノ湖が広がる。うす暗い杉並木になれた目には、
初秋の陽光をいっぱいにうけ、きらきらと輝く湖はまぶしく、その光景は今でも忘れられな
い。学生時代の 9 月、友人と二人で、箱根に日帰り旅行に行った。旧街道を歩いて芦ノ湖に
出て、遊覧船に乗り、陽がかたぶくとともに、刻々と表情を変えてゆく湖を眺めていた。時
よ、止まれ…そう願ったが、現実は、そういうわけにもいかない。やがて、学校を卒業
し、就職し、子供達も成人していったが、その間も何度か箱根に行った。仙石原のススキの
園や大涌谷のような自然景観もよいし、ガラスの森美術館や彫刻の森で芸術に触れるのもよ
い。ロープウェイで駒ケ岳に登ると、下から湧き上がるように雲が流れてくる光景も印象的
だ。一泊して温泉につかるのもよい。行くたびに新たな発見があり、感動がある。そんな箱
根は私にとって「青春」のような場所だ。時よ、止まれ…。　　東京都港区　高塩純子さん

「町制60周年おめでとうございます。」
　10年前、箱根町が町制50周年を迎えた頃、地元の少年野球チーム「箱根フリッパーズ」で野球の
楽しさを覚えました。
　中学生のときは、小田原足柄シニアの一員として、初めて全国大会を経験しました。
　東海大学菅生高校に進学後は、 2年生の時の秋の東京都大会で優勝し、春の選抜高校野球大会に
出場しました。残念ながら 1回戦で負けてしまいましたが、町から大勢の方々がバスで応援にかけ
つけてくれたことには本当に感謝しています。この試合での打撃が日本代表監督の目にとまり、こ
の年（2015年）の夏に日本で行われた18歳以下のＷＢＳＣに出場し、よい成績を収めることができました。
　私は、これまで箱根の豊かな自然環境と地域の方々の応援に支えられ、野球に集中して取り組んで来
ることができました。昨年、山口町長にお会いした際に、激励していただいたことも良い思い出です。　
　町が60周年を迎えた今年、私は、国際武道大学に進学し、プロ野球選手を目指して日々練習に取
り組んでいます。町が70周年を迎える頃には、プロ野球選手として活躍していることを目標に今後
も努力していきますので、これからも応援をよろしくお願いします。　　 宮城野　勝俣翔貴さん

～みんなで60周年を祝おう～60周年を祝う行事

来訪者の方と
60周年をお祝いします

「町制60周年　おめでとうございます。」
　私は昭和31年、横浜の鶴見中学校より母校・仙石原小学校に勤務いたしました。町村合併の年、
仙石原小新校舎も完成、子供達、教職員、父母住民希望に燃えた当時であったと思います。然し
戦後の厳しい物不足もまだまだございました。その様な中、教育文化を大切にする町の施策とし
て教育備品について心配して下さいました。当時私は理科主任として学校長に特にお願いし、実
験・観察等の備品18万 5 千円予算を戴き東京の内田洋行の本社に出向き必要備品を整えることが
出来ました。気象観測の「百葉箱」は地元の大工さん、塗装は父母の御協力です。校庭の植木も
父母の御寄付、等々町の御配慮、父母、地域の皆様の数々のご支援ご協力が思い出されます。
　昭和31年11月12日校旗を先頭に荷物を持って国道を新校舎へ移転、当時のことをいくつか思
い出してみました。どうぞ今後とも教育文化を何より大切にする箱根町でありますよう。　

仙石原　勝俣　睦さん

※町内在住の方は
　期間以外も無料
　です。
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月
30
日
㈬

書
類
受
付
期
間 

10
月
3
日
㈪
～
12
月
1
日
㈭
（
当
日

消
印
有
効
）

照
会
先　
財
務
課☎

８
５
―
９
５
６
３

第
36
回
身
体
障
が
い
者
協
力

登
山
会
・
第
32
回
光
を
あ
び

よ
う
車
い
す
ハ
イ
キ
ン
グ
の
会

「
十
国
峠
山
協
力
合
同
登
山
会
」

　
山
岳
集
団
ベ
ル
ク
ク
ラ
ブ
で
は
、

①
体
の
不
自
由
な
方
（
心
臓
疾
患
・

内
臓
疾
患
の
な
い
方
）
と
②
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

月　
日　
10
月
2
日
㈰

参
加
費　

①
無
料
（
招
待
）

②
一
般
6
，
500


円

　
大
学
・
高
校
生
5
，
000


円

　
小
中
学
生
2
，
500


円

募
集
人
数　

①
車
い
す
使
用
の
方　
16
名

　
車
い
す
以
外
の
方　
20
名

②
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
1
1
8

　
名

照
会
先 

山
岳
集
団
ベ
ル
ク
ク
ラ
ブ

本
部
代
表
事
務
所(

室
井
方)

☎
0
4
65

―
23

―
0
4
1
6

FAX 

0
4
65

―
23

―
6290




※
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
は
18
時

以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
教
室

　
産
後
間
も
な
い
お
母
さ
ん
と
赤
ち

ゃ
ん
、
妊
婦
の
方
の
た
め
の
教
室
で

す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
時　
９
月
21
日
㈬

　
　
　
　
10
時
45
分
～
14
時
30
分

場　
所　
さ
く
ら
館

内　
容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
出

産
前
後
の
マ
マ
の
食
事
（
調
理
実
習
）

対　
象　
生
後
2
～
3
か
月
頃
の
赤

ち
ゃ
ん
お
よ
び
そ
の
母
親
、
妊
婦
の

方持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用

具
、
エ
プ
ロ
ン

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
子
育
て
支
援
課

☎
８
５
―
９
５
９
５

箱
根
大
名
行
列
保
存
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
箱
根
を
代
表
す
る
祭
り
の
１
つ
で
、

毎
年
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
る
箱
根

大
名
行
列
は
、
江
戸
時
代
の
参
勤
交

代
の
様
子
を
再
現
し
た
も
の
で
、
多

く
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
こ
の
大
名
行
列
は
、
箱
根
大
名
行

列
保
存
会
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

本
番
前
に
は
演
技
や
衣
装
着
付
け
の

体
験
が
で
き
、
ま
た
、
随
時
講
習
を

行
う
な
ど
多
く
の
方
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
箱
根
大
名
行
列
保
存
会
で
は
、
今

後
も
伝
統
行
事
の
継
承
を
図
る
上
で

新
た
な
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
会
員
を
随
時
募
集
中
で
す
。
伝
統

行
事
に
参
加
し
た
い
方
、
奴
踊
り
や

衣
装
の
着
付
け
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
（
一
財
）箱
根
町
観
光
協
会

☎
８
５
―
５
４４

３

子
ど
も
の
予
防
接
種
に

“
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
”が

追
加
さ
れ
ま
す
！

　
予
防
接
種
法
施
行
令
の
改
正
に
よ

り
、
10
月
１
日
㈯
か
ら
「
Ｂ
型
肝
炎

ワ
ク
チ
ン
」
が
定
期
予
防
接
種
に
な

り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
か
か

り
つ
け
医
と
相
談
の
上
、
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

対　
象　
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降

に
生
ま
れ
た
０
歳
児

接
種
回
数　
３
回

※
３
回
目
の
接
種
を
終
え
る
ま
で
、

お
お
よ
そ
半
年
間
か
か
り
ま
す
。
１

歳
に
な
る
前
ま
で
に
接
種
を
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。　

費　
用　
無
料

対
象
と
な
ら
な
い
方　
母
子
感
染
予

防
の
た
め
に
、
抗
Ｈ
Ｂ
s
人
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
と
併
用
し
て
Ｂ
型
肝
炎
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
る
場
合
は
、

健
康
保
険
の
適
用
と
な
る
た
め
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

照
会
先　
さ
く
ら
館　

☎
８
５
―
０
８
０
０

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
も
う
！

サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
!! 

　
箱
根
火
山
の
成
り
立
ち
、
歴
史
や

自
然
等
を
学
ぶ
全
７
回
の
講
座
を
開

催
し
、
受
講
後
に
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録

を
受
け
付
け
ま
す
。
登
録
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
は
、
拠
点
施
設
で
の
解

説
や
保
全
活
動
等
の
ジ
オ
パ
ー
ク
活

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
み

な
さ
ま
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
！

日　
時　
第
１
回
…
９
月
29
日
㈭
19

時
～
20
時
30
分

テ
ー
マ
「
ゼ
ロ
か
ら
分
か
る
火
山
の

お
話
」

講　
師　
神
奈
川
県
温
泉
地
学
研
究

所　
萬
年
一
剛
氏

定　
員　
20
人

参
加
費　
１
，
０
０
０
円
（
ド
リ
ン

ク
・
軽
食
込
）

場　
所　
c
o
c
o
―
H
a
k
o
n
e

（
コ
コ
ハ
コ
ネ
！
）
湯
本
４
７
５
―
８

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
電
話
か

F
A
X
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
事
務
局
（
企
画
課
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
室
内
）
湯
本
２
５
６
☎
８
５
―

９
５
６
０
/

FAX
８
５
―
７
５
７
７

kkikakuka@
tow

n.hakone.
kanagaw

a.jp

そ
の
他　
詳
細
は
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

http://www.hakone-geopark.jp

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
町
で
は
、
一
般
不
妊
治
療
費
と
不

育
症
の
治
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
い
の
に
な
か
な

か
妊
娠
し
な
い
、
妊
娠
し
て
も
流
産

を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
、
そ
の
よ
う

な
ご
夫
婦
を
支
援
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

　
１
年
を
過
ぎ
て
も
妊
娠
さ
れ
な
い

ご
夫
婦
、
流
産
な
ど
を
２
～
３
回
繰

り
返
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
保

健
師
が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、電
話
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
さ
く
ら
館

☎
８
５
―
０
８
０
０

町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加

入
を
受
け
付
け
て
い
ま
す 

　
町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入
申
し

込
み
を
、
総
務
防
災
課
お
よ
び
出
張

所
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
少
額
の
保
険
料
で
加
入
で
き
ま
す

の
で
、
万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、

家
族
み
ん
な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
町
内
在
住
の
方
お
よ
び
町

内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

加
入
期
間　
加
入
日
～
平
成
29
年
３

月
31
日
㈮

保
険
料　
９
月
中
に
加
入
さ
れ
る
方

は
１
口
２
８
０
円
で
す
。

※
保
険
料
は
、
月
ご
と
に
１
口
40
円

減
額
さ
れ
ま
す
。

※
１
人
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
の
対
象　
国
内
で
の
車
両
（
電

車
・
自
動
車
・
二
輪
車
・
自
転
車
な

ど
）
の
衝
突
お
よ
び
横
転
事
故
、
ま

た
は
歩
行
中
の
車
両
と
の
接
触
事
故

の
場
合
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
航
空
機
・
船
舶
な
ど
に
よ

る
事
故
は
支
払
い
の
対
象
外
で
す
。

支
払
わ
れ
る
保
険
金
（
加
入
口
数
1

口
に
つ
き
）

○
死
亡
ま
た
は
事
故
に
よ
る
後
遺
障

　
害
認
定
を
受
け
た
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

○
け
が
に
よ
り
１
日
以
上
通
院
・
入

　
院
し
た
場
合

　
　
　
　
５
，
０
０
０
円
～
12
万
円

※
治
療
期
間
に
よ
っ
て
金
額
は
変
わ

り
ま
す
。

そ
の
他　
こ
の
保
険
は
、
他
の
保
険

（
健
康
・
労
災
・
生
命
・
傷
害
・
自

動
車
保
険
）
な
ど
と
関
係
な
く
、
保

険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

照
会
先　
総
務
防
災
課　

☎
８
５
―
９
５
６
１

「
全
国
一
斉『
高
齢
者・障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
』

強
化
週
間
」の
実
施
に
つ
い
て

　

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
暴

行
・
虐
待
な
ど
の
事
案
は
、
依
然
と

し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
高
齢
者
や
障
害
者
を

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
の
人
権
相
談
活
動
を
強
化

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
全
国
一

斉
『
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談
』
強
化
週
間
」
を
実
施
し

ま
す
。

実
施
期
間　
9
月
5
日
㈪
か
ら
11
日
㈰

受
付
時
間　
８
時
３０
分
か
ら
19
時
ま

で
（
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
、

１０
時
か
ら
17
時
ま
で
）

照
会
先　
全
国
統
一
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

10月30日㈰ 町 長 選 挙
（事前説明会 9月28日㈬）

　　11月14日任期満了となる町長選挙の日
程は次のとおりです。
告示日（立候補受付）
日　時　10月25日㈫ ８ 時30分～17時
場　所　役場本庁舎 ４ 階会議室
………………………………………………
投票日
日　時　10月30日㈰ ７ 時～20時
場　所　町内14投票所
………………………………………………
立候補予定者事前説明会
日　時　 ９ 月28日㈬10時
場　所　役場分庁舎 ４ 階会議室
※事前説明会への出席者は、立候補予定
者 １ 人につき ３ 人以内です。

照会先　選挙管理委員会
☎８５−７１１１　内線３３７
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８
月
９
日
、
仙
石
原
小
学
校
屋

内
運
動
場
で
、
環
境
先
進
観
光
地

―
箱
根
第
54
回
美
化
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
地
元
自
治
会
や
、

小
・
中
学
生
、
高
校
生
な
ど
約

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
日
頃
観
光
美
化
や

ご
み
減
量
に
功
績
の
あ
っ
た
方
に

表
彰
状
や
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た

他
、
来
賓
の
祝
辞
、
箱
根
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
町
へ
の
寄
贈
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
で
47
回
目
を
迎
え

た
観
光
美
化
・
自
然
愛
護
標
語
、

作
文
、
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に

は
、
町
内
の
小
・
中
学
校
７
校
か

ら
標
語
の
部
に
45
点
、
作
文
の
部

に
３
７
２
点
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
に

４
３
９
点
の
応
募
が
あ
り
、
各
学

年
の
１
等
入
賞
者
に
賞
状
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
（
Ｐ
１０

表
）
そ
の
中
か
ら
、
標
語
の
部
の

勝
俣
智
哉
君
（
箱
根
の
森
小
１

年
）
、
作
文
の
部
を
代
表
し
、
小

堤
晃
正
君
（
恵
明
学
園
小
５
年
）
、

木
村
里
咲
さ
ん
（
函
嶺
白
百
合
学

園
中
３
年
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
作
品

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
日
を
中
心
に
町
内

の
自
治
会
を
は
じ
め
、
各
種
団
体

の
皆
さ
ん
が
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

い
い
く
う
き　
い
い
け
し
き

　
    

き
れ
い
な
は
こ
ね
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
箱
根
の
森
小
学
校　
1
年　
勝
俣　
智
哉

「箱根を大切にし美しくする」貢献者表彰
・仙石原小学校ＰＴＡ
・大原自治会

「ごみ減量貢献表彰」表彰者
・仙石原幼児学園保護者会

標
語
の
部

美しい箱根を守ろう
第54回美化大会

照会先　環境課☎８５−9565

　
（
よ
し
！
ゴ
ミ
を
た
く
さ
ん
拾
う

ぞ
！
）
と
清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ
の
時
に
、

ぼ
く
は
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
こ
の

活
動
は
今
年
が
初
め
て
で
し
た
。
な

の
で
、
ぼ
く
は
最
初
は
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
け
れ
ど
み
ん
な
の
や
っ
て

い
る
こ
と
を
ま
ね
す
る
う
ち
に
ど
の

よ
う
に
や
る
の
か
が
、
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　
歩
き
な
が
ら
見
つ
け
た
、
草
花
や

木
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
『
ミ
ン

ト
』
や
『
ヤ
マ
ブ
キ
』
や
『
ユ
キ
ヤ

ナ
ギ
』
な
ど
の
、
と
て
も
美
し
く
か

わ
い
ら
し
い
草
花
で
し
た
。
け
れ
ど

そ
ん
な
き
れ
い
な
花
た
ち
が
笑
っ
て

い
る
よ
う
に
は
ぼ
く
に
は
見
え
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
大
き
な
声
で
涙
を
流
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
の
理

由
は
ぼ
く
た
ち
人
間
が
、
空
き
か
ん

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
草
や
花
た

ち
に
悪
い
え
い
き
ょ
う
を
あ
た
え
る

者
を
た
く
さ
ん
捨
て
て
い
く
か
ら
で

す
。
ゴ
ミ
な
ど
の
せ
い
で
美
し
い
自

然
が
台
な
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
ん
な
に
自
然
の
美
し
い
箱
根
を
な

ぜ
、
だ
れ
が
よ
ご
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
？
そ
れ
は
ぼ
く
た
ち
子
ど
も

の
見
本
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

大
人
た
ち
で
す
。
な
ぜ
な
ら
落
ち
て

い
る
ゴ
ミ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
タ
バ
コ

の
す
い
が
ら
や
空
っ
ぽ
の
酒
び
ん
や

大
き
な
そ
だ
い
ゴ
ミ
な
ど
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
ゴ
ミ
を
拾

う
の
は
ぼ
く
た
ち
子
ど
も
や
き
ち
ん

と
し
た
大
人
な
の
で
す
。
ぼ
く
は
ご

み
が
捨
て
て
あ
る
と
悲
し
い
で
す
。

　
ぼ
く
は
箱
根
の
四
季
が
と
て
も
大

好
き
で
す
。
春
は
桜
の
花
の
ピ
ン
ク

色
。
夏
は
葉
の
緑
色
で
秋
は
紅
葉
の

赤
や
黄
色
や
オ
レ
ン
ジ
色
。
冬
は
雪

で
真
っ
白
な
山
々
が
と
て
も
ぼ
く
た

ち
を
元
気
づ
け
て
く
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
そ
し
て
一
日
一
日
変
わ
っ
て

い
く
景
色
も
ぼ
く
た
ち
の
好
き
な
宝

物
で
あ
り
、
箱
根
の
見
ど
こ
ろ
で
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
世
界
で

一
番
き
れ
い
で
と
て
も
美
し
い
所
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
山
や
道
路
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
空
き
カ
ン
や
そ
だ
い
ゴ
ミ

を
捨
て
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
そ
れ
は
ぜ
っ
た
い
に
や
っ
て

は
い
け
な
い
行
動
で
す
。
や
っ
て
い

る
人
は
も
う
二
度
と
や
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。
自
然
も
観
光
客
も
み
ん
な

が
困
っ
た
り
悲
し
ん
だ
り
し
ま
す
。

人
間
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
動
物

た
ち
ま
で
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
住
む
場
所
だ
け
で
は
な
く
食

べ
る
物
ま
で
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。
ぼ
く
は
動
物
が
大
好
き

で
す
。
み
な
さ
ん
も
動
物
が
好
き
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
そ
の
動

物
た
ち
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
り
し
て

い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
ん
な
こ
と

を
し
て
い
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
っ
た
い
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
く

だ
さ
い
。
動
物
た
ち
が
と
て
も
か
わ

い
そ
う
で
す
。

　
ぼ
く
は
こ
の
、

自
然
と
動
物
が

い
っ
し
ょ
に
な

っ
て
く
ら
す

山
々
が
と
て
も

す
て
き
だ
と
思

い
ま
す
。
み
な

さ
ん
は
ど
う
で

す
か
？
こ
の
自

然
が
好
き
で
す

か
？
好
き
な
ら

ば
守
り
ま
し
ょ

う
！
ぼ
く
た
ち
の
子
ど
も
が
見
た
が

る
よ
う
な
美
し
い
自
然
を
作
り
た
い

で
す
。
『
世
界
で
一
番
き
れ
い
な
町
、

箱
根
』
『
ゴ
ミ
が
最
も
少
な
い
町
、

箱
根
』
に
な
る
よ
う
に
み
ん
な
で
目

指
し
ま
し
ょ
う
！ 

自
然
を
守
ろ
う恵

明
学
園
小
学
校　
5
年　
小
堤　
晃
正

　
今
、
世
界
中
は
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊

や
地
球
温
暖
化
な
ど
の
色
々
な
環
境

問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

私
達
が
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
ゴ
ミ
拾
い
や
自
然
愛
護
、

そ
し
て
３
Ｒ
な
ど
が
、
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。そ
こ
で
実

際
に
、自
分
の
身
近
な
経
験
か
ら
解

決
策
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
Ｒ
と
は
、「
リ
サ
イ
ク
ル
」、「
リ

デ
ュ
ー
ス
」、「
リ
ユ
ー
ス
」の
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
資
源
を
大
切
に
す
る
循

環
型
社
会
を
作
る
観
点
か
ら
生
ま
れ

た
大
切
な
考
え
方
で
す
。
「
リ
サ
イ

ク
ル
」
と
は
再
利
用
と
い
う
意
味
で
、

資
源
再
生
を
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
や
牛
乳
パ
ッ
ク
、
ビ
ン

な
ど
の
ガ
ラ
ス
、
ま
た
最
近
は
ノ
ー

ト
の
紙
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
リ
デ
ュ
ー
ス
」
と
は
削
減
と
い
う

意
味
で
、
廃
棄
物
を
減
ら
す
と
い
う

こ
と
を
い
い
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
エ

コ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
て
レ
ジ
袋
を
利

用
し
な
い
取
り
組
み
も
そ
の
一
つ
で

す
。
「
リ
ユ
ー
ス
」
と
は
再
使
用
と

い
う
意
味
で
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
も

う
一
度
使
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

お
菓
子
の
か
ん
を
鉛
筆
立
て
や
お
道

具
箱
に
し
て
使
っ
た
り
、
牛
乳
の
ビ

ン
な
ど
を
洗
っ
て
も
う
一
度
使
う
こ

と
な
ど
が
、
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

３
Ｒ
は
、
ど
ん
な
人
で
も
手
軽
に
行

う
こ
と
が
で
き
、
自
分
自
身
で
率
先

し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
と

て
も
良
い
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
ゴ
ミ
拾
い
に
つ
い
て
の
私

の
経
験
を
少
し
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
の
夏
に
箱
根
町
美
化

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
日
は

と
て
も
蒸
し
暑
く
、
汗
を
沢
山
か
き

な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。
ゴ

ミ
の
中
で
も
最
も
多
か
っ
た
の
は
カ

ン
類
で
し
た
。
ま
た
、
私
た
ち
は
道

を
歩
き
な
が
ら
落
ち
て
い
る
も
の
を

拾
っ
た
り
、
沢
山
捨
て
て
あ
り
そ
う

な
所
を
見
つ
け
て
ゴ
ミ
を
集
め
ま
し

た
が
、
道
端
な
ど
の
目
立
つ
所
に
は

第54回美化大会

身
近
に
で
き
る
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

作
文
の
部

　
　
函
嶺
白
百
合
学
園
中
学
校　
3
年　
木
村
里
咲　

作
文
の
部



郷
土
資
料
館
臨
時
休
館
の

お
知
ら
せ

　
9
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
は
、
資
料

の
殺
虫
・
殺
菌
作
業
（
く
ん
蒸
）
の

た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

照
会
先　
郷
土
資
料
館

☎
85

―
７
６
０
１

「
救
急
の
日
」
お
よ
び

「
救
急
医
療
週
間
」

　
９
月
９
日
㈮
は
、
救
急
医
療
と
救

急
業
務
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
理
解

と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
消

防
庁
に
よ
り
昭
和
５７
年
に
「
救
急
に

日
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
日
を
含
む
９
月
４
日
㈰
～
１０
日

㈯
は
「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。

　
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で

の
間
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
方

が
適
切
な
応
急
手
当
を
行
え
る
か
が
、

傷
病
者
の
予
後
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
心
肺
蘇
生

法
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

※
９
月
８
日
㈭
に
「
上
級
救
命
講
習
」

を
行
い
ま
す
。

照
会
先　
消
防
署
警
備
課
救
急
係

☎
８
２
―
４
５
１
１

第
37
回 

糖
尿
病
週
間
行
事

「
検
査
で
わ
か
る
糖
尿
病
」

　
糖
尿
病
の
方
、
予
備
軍
の
方
、
糖

尿
病
に
つ
い
て
学
ん
で
み
た
い
方
は
、

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

日　
程　
11
月
13
日
㈰

 

午
前
の
部

時　
間　
10
時
～
12
時
（
受
付
9
時

30
分
か
ら
）

内　
容　
調
理
実
習
「
バ
イ
キ
ン
グ

で
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
」

定　
員　
35
人
（
申
込
順
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ

き
ん

 
　
午
後
の
部

時　
間　
13
時
～
15
時
（
受
付
12
時

30
分
か
ら
）

内　
容　
教
育
講
演
「
楽
し
く
学
ぼ

う
糖
尿
病
血
液
検
査
～
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ

っ
て
な
に
？
～
」

講　
師　
東
海
大
学
医
学
部
付
属
病

院
臨
床
検
査
技
師 

間
瀬 

浩
安
氏

定　
員　
200


人
（
申
込
順
）

場　
所　
小
田
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
小
田
原
市
酒
匂
2
―
32
―
16
）

申
込
・
照
会
先

糖
尿
病
週
間
行
事
実
行
委
員
会
事
務

局
（
小
田
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
４
６
５
―
４
７
―
０
８
２
０

地 域 健 民 祭
今年の各地域健民祭は町制60周年を記念して開催します。みんなで参加して大いに盛り上がりましょう。

大会名称 期　　日 会　　場 雨天時

平成28年度　箱根地域健民祭
9 月 3 日㈯ 箱根地域

スポーツ施設 体育館
12時00分開会

第69回　湯本町民運動会
9 月25日㈰

湯本小学校 体育館
９ 時15分開会

第6４回　宮城野地域健民大会
9 月25日㈰

箱根の森小学校 レイクアリーナ
※13時開会10時00分開会

第6５回　温泉地区健民祭
10月 2 日㈰

温泉幼稚園 体育館
９ 時00分開会

平成28年度　
仙石原地域健民運動会

10月 2 日㈰
仙石原小学校 星槎箱根仙石原

体育館９ 時00分開会

 8 月 5 日、県消防学校（厚木市）で「少年少女消
防体験」が行われました。
　毎年、町内の小学 ４ ～ ６ 年生を対象に実施し、今
回は24回目を迎え、48人の児童が参加しました。
地震や強風などの体験コーナーでは、自然災害の怖
さや防災の大切さを知ることができました。
　また、消防車への乗車や放水体験など、消防士の
仕事に挑戦し、直接見たり触れたりしながら火災の
怖さも学ぶことができました。

少年少女消防体験　
～消防士の仕事に挑戦！～

放水体験

広報はこね　2016.September

広報はこね　2016.September 1011

照会先　生涯学習課
☎８５−7601

あ
ま
り
落
ち
て
な
く
、
自
動
販
売
機

の
後
ろ
の
よ
う
に
あ
ま
り
目
立
た
な

い
所
に
よ
く
捨
て
て
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
箱
根
に
訪
れ
た
人
の
中
に
、

こ
の
よ
う
に
ゴ
ミ
を
捨
て
た
人
が
い

る
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か
悲
し
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
ゴ
ミ
拾
い

を
し
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と
、

こ
れ
だ
け
ゴ
ミ
を
集
め
ら
れ
た
と
い

う
達
成
感
や
、
箱
根
を
よ
り
美
し
く

す
る
お
手
伝
い
を
少
し
で
も
で
き
て

良
か
っ
た
と
い
う
す
が
す
が
し
さ
で
、

と
て
も
良
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ゴ
ミ
を
捨
て
さ
せ
な
い
た

め
に
、
何
か
対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
い

ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
せ
っ
か
く
拾

っ
て
も
、
ま
た
捨
て
る
人
が
い
た
ら
、

全
く
も
っ
て
振
り
出
し
に
戻
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、
い
っ
た
い
ど
う
し
た

ら
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
を
な
く
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、

ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
を
な
く
す
対
策
は
、

別
の
場
所
で
、
今
ま
で
に
い
く
つ
か

と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
私

の
知
っ
て
い
る
い
く
つ
か
の
例
を
紹

介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
一
つ

目
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
す
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
、
い
つ
も

ゴ
ミ
を
拾
っ
て
下
さ
る
方
が
い
て
、

常
に
ゴ
ミ
が
な
い
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
捨
て
る
人
が
ゴ

ミ
を
捨
て
づ
ら
く
な
り
、
結
果
的
に

ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
が
い
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
次
に
二
つ
目
は
、
南
足
柄

の
広
域
農
道
の
、
木
を
彫
っ
た
大
き

な
お
地
蔵
様
で
す
。
そ
こ
は
、
ゴ
ミ

を
捨
て
て
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
お
地
蔵
様
を
安
置
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ゴ
ミ
を
捨
て
さ
せ
な

く
し
た
そ
う
で
す
。
最
後
に
、
三
つ

目
は
花
を
植
え
て
綺
麗
に
し
て
お
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
治
安

が
良
く
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
三
つ
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
、

人
間
ら
し
さ
を
利

用
し
た
防
止
策
で

あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
ら
を

参
考
に
、
箱
根
町

で
も
対
策
を
と
り
、

よ
り
一
層
美
し
い

箱
根
町
に
し
た
ら

い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
私
は
、
一
人
一

人
の
意
識
、
取
り
組
み
に
よ
っ
て
綺

麗
で
清
潔
な
町
づ
く
り
を
す
る
こ
と

こ
そ
が
、
皆
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ

る
平
穏
な
世
界
を
取
り
戻
す
第
一
歩

だ
と
思
い
ま
す
。
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
、

快
適
で
清
潔
な
町
づ
く
り
を
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
だ
ん
だ
ん
と
規
模

が
大
き
く
な
り
、
結
果
的
に
地
球
全

体
を
綺
麗
に
で
き
、
環
境
問
題
は
少

し
ず
つ
改
善
し
て
ゆ
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、
国
家
間
の
対
立
で
、
水
不

足
や
砂
漠
化
な
ど
の
気
象
変
化
に
よ

る
異
常
な
状
況
が
、
か
ら
ん
で
い
る

こ
と
も
沢
山
あ
る
と
ニ
ュ
ー
ス
で
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
環

境
問
題
の
改
善
は
、
地
球
全
体
に
平

和
を
も
た
ら
し
、
国
同
士
の
対
立
さ

え
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、
私
た
ち

一
人
一
人
の
行
動
で
、
そ
の
問
題
が

良
い
方
へ
進
む
か
進
ま
な
い
か
を
、

決
定
す
る
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
環
境
問
題
を
考
え
る

上
で
必
要
な
こ
と
は
、
一
人
一
人
の

意
識
向
上
と
、
行
動
に
責
任
を
持
つ

こ
と
、
ま
た
世
界
に
一
人
一
人
の
行

動
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
、
い
つ
も
心
の
ど
こ
か
に
お
い
て

お
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

今
ま
で
こ
の
よ
う
に
深
く
考
え
た
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、

そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
生
活
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ポスターの部 湯本小学校　 6 年　安齋　宗寿朗標語・作文の部
氏名（学校名・学年）

ポスターの部
氏名（学校名・学年）

勝俣　智哉
（箱根の森小 １ 年）

髙山　仁美
（湯本小 １ 年）

鈴木　彩友
（箱根の森小 ２ 年）

勝俣　真耶
（仙石原小 ２ 年）

本間　千博
（湯本小 ３ 年）

市村　風
（仙石原小 ３ 年）

深山　薪
（仙石原小 ４ 年）

藤井　愛結美
（恵明学園小 ４ 年）

小堤　晃正
（恵明学園小 ５ 年）

蒔田　龍汰
（恵明学園小 ５ 年）

中村　咲世
（箱根の森小 ６ 年）

安齋　宗寿朗
（湯本小 ６ 年）

平田　レイナ
（箱根中 １ 年）

小野田　羽桜
（箱根中 １ 年）

軽部　日菜
（函嶺白百合学園中 ２ 年）

大水　紅乃
（箱根中 ２ 年）

木村　里咲
（函嶺白百合学園中 ３ 年）

坂本　観菜
（箱根中 ３ 年）

※啓発用ポスターに採用します

第54回美化大会

観光美化・自然愛護標語、作文、ポスターコンクール
１等入賞者



３. 禁煙 

わ
が
家
は
大
地
震
に

       

耐
え
ら
れ
ま
す
か

無
料
耐
震
相
談
会
開
催
の

お
知
ら
せ

日　
時　
９
月
29
日
㈭
18
時
30
分
～

19
時
30
分

※
1
回
の
相
談
時
間
は
50
分
程
度
で

す
。

場　
所　
さ
く
ら
館
２
階
会
議
室

対
象
の
住
宅

　
住
民
自
ら
所
有
か
つ
居
住
し
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
木
造
住
宅

○
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
2

　
階
建
て
以
下
の
専
用
住
宅
ま
た
は

　
併
用
住
宅

○
枠
組
壁
工
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

　
工
法
）
ま
た
は
プ
レ
ハ
ブ
工
法
で

　
な
い
も
の

持
ち
物　
建
築
年
や
建
物
の
概
要
が

分
か
る
も
の
。
（
建
築
確
認
通
知
書
、

平
面
図
や
間
取
図
、
写
真
な
ど
）

※
図
面
等
が
な
い
場
合
で
も
診
断
は

可
能
で
す
。

申
込
方
法　
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

照
会
先
・
申
込　
都
市
整
備
課

☎
８
５
―
９
５
６
６

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
更
新
講
習
会
・

県
内
統一試
験

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
の
資
格
を
更
新
す
る
た
め
の
更
新

講
習
会
お
よ
び
資
格
を
新
た
に
取
得

す
る
た
め
の
県
内
統
一
試
験
が
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

〈
更
新
講
習
会
〉

月　
日　
平
成
29
年
1
月
17
日
㈫
・

18
日
㈬
の
う
ち
い
ず
れ
か
希
望
す
る
日

場　
所　
サ
ン
ピ
ア
ン
か
わ
さ
き（
川

崎
市
川
崎
区
富
士
見
2
―
5
―
2
）

手
数
料　
５
，
２
０
０
円

申
込
方
法　
11
月
30
日
㈬
ま
で
に
指

定
の
場
所
へ
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
更
新
講
習
対
象
者
に
は
10
月
中
旬

頃
に
案
内
お
よ
び
申
込
書
な
ど
が
直

接
郵
送
さ
れ
ま
す
。

〈
県
内
統
一
試
験
〉

月　
日　
平
成
29
年
2
月
9
日
㈭

場　
所　
川
崎
市
教
育
文
化
会
館（
川

崎
市
川
崎
区
富
士
見
2
―
1
―
3
）

手
数
料　
５
，
２
０
０
円

申
込
書
の
配
布　
10
月
11
日
㈫
～
11

月
18
日
㈮

申
込
方
法　
11
月
30
日
㈬
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
指
定
の
場
所
へ
郵
送
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
上
下
水
道
温
泉
課

☎
８
５
―
９
５
６
７

大
会
の
結
果

　
７
月
31
日
に
川
崎
市
富
士
見
相
撲

場
で
行
わ
れ
た
第
45
回
神
奈
川
県
中

学
校
相
撲
大
会
個
人
戦
に
お
い
て
、

箱
根
中
学
校
３
年
の
野
地
嵩た

か

良ら

君

（
宮
城
野
）
が
、
出
場
者
120


人

の
中
、
第
３
位
の
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
全
国
大
会
出
場
を
決
め
る
第
３

代
表
決
定
戦
で
惜
し
く
も
敗
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
８
月
６
日
に
山
梨

県
忍
野
村
で
行
わ
れ
た
第
40
回
関
東

中
学
校
相
撲
大
会
に
出
場
し
、
ベ
ス

ト
16
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

「
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ 

2
0
1
6 

in 

南
足
柄
」開
催
!!

　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
新
規
認
定
審
査

結
果
は
、
９
月
９
日
㈮
に
発
表
さ
れ

ま
す
。
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
演
会
の
講
師
に
は
、
現
地
審
査

を
さ
れ
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会

佃
栄
吉
委
員
と
、
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ

ー
ク
推
進
協
議
会　
鈴
木
雄
介
専
任

研
究
員
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

展
示
室
で
は
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
特

産
品
な
ど
の
展
示
・
販
売
も
行
い
ま
す
。

日　
時　
９
月
22
日
㈭

・
10
時
〜
12
時　
記
念
講
演
会
・
ジ

　
オ
パ
ー
ク
認
定
特
産
品
発
表
な
ど

　
（
小
ホ
ー
ル
）

・
13
時
〜
16
時
30
分　
オ
モ
テ
ナ
シ

　
英
語
プ
レ
ゼ
ン
大
会
（
小
ホ
ー
ル
）

・
11
時
〜
15
時　
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

　
特
産
品
及
び
南
足
柄
市
商
工
会

展
示
・
販
売
会
（
展
示
室
）

場　
所　
南
足
柄
市
文
化
会
館　
小

ホ
ー
ル
・
展
示
室
（
南
足
柄
市
関
本

４
１
５
―
１
）

照
会
先　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
（
企
画
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

内
）
☎
８
５
―
９
５
６
０

平
成
28
年
度

自
衛
官
募
集
案
内

募
集
種
目

防
衛
大
学
校
学
生
︵
一
般
・
推
薦
︶

防
衛
医
科
大
学
校　
医
学
科
学
生

看
護
学
科
学
生

資　
格　
い
ず
れ
も
高
卒(

見
込
含
）

21
歳
未
満

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈪
～
30
日
㈮

（
防
衛
大
学
校
学
生
の
推
薦
の
み
９

月
５
日
㈪
～
８
日
㈭
︶

照
会
先　
自
衛
隊
小
田
原
地
域
事
務

所
︵
小
田
原
市
栄
町
１
―
14
―
９ 

N
T
ビ
ル
3
F
）
☎
0
4
6
5
―

2
4
―
3
0
8
0

～生活習慣病予防のために～
　生活習慣病の特性や運動・食事・禁煙など個人の生活習慣の改善の重要性についての一人ひとり
の理解を深め、さらにその健康づくりの実践を促進するため、 9月１日から30日までの１か月間は
『健康増進普及月間』と定められています。

　適度な運動は、生活習慣病予防やス
トレス解消、骨粗しょう症の予防など、
健康維持・増進のために重要です。意
識的に身体を動かし、運動習慣を身に
つけ、１日10分程度の運動を目指しま
しょう。

　栄養や食生活は、健康な身体づく
りのために重要であり、食生活の乱
れによって、糖尿病や循環器疾患な
どの生活習慣病の発症につながりま
す。適正な体重の維持に努め、野菜
不足を補うなどバランスのよい食事
を心がけましょう。

　喫煙は依存性が高く、がんや循環器疾
患、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）など
様々な病気の要因となり、日本人の最大
の死亡原因の１つとされています。受動
喫煙も身体に悪影響を及ぼすため、地域
や職域においては、禁煙化や徹底した分
煙化が重要です。

１
に
運
動 

２
に
食
事 

     

し
っ
か
り
禁
煙 

         

最
後
に
ク
ス
リ 

健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う
！！

出典：厚生労働省ホームページ　
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000130194.html
照会先　さくら館☎85−0800

１. 運動 

2. 食事 

統一標語

～健康寿命の延伸～

9 月21日㈬～30日㈮は
秋の全国交通安全運動実施期間です
　「安全は　心と時間の　ゆとりから」
　「高齢者　模範を示そう　交通マナー」

　交通事故を防ぐため、次の点に注意しましょう。
○自転車、自動車のながら運転の絶対禁止！！
・音楽（イヤホンをして）を聴きながら、自転車を
　運転する
・携帯電話を使用しながら、自転車や車の運転をする
・カーナビの操作をしながら、車の運転をする
　これらが、交通事故を起こす大きな要因となって
います。
○全ての座席のシートベルトとチャイルドシート 
　を正しく着用する。
○飲酒運転は絶対にしない。
　さまざまな場所に危険が潜んでいることを十分に
認識して、交通事故防止に努めてください。

9 月30日㈮は「交通事故死ゼロを目指す日」です

秋の全国交通安全運動

広報はこね　2016.September

広報はこね　2016.September 1213



や 　　 を飼うときは最後まで責任を持って!　どうしても飼えない場合は環境課（☎85－9565）に相談を。
猫犬
捨

　『知育』は、学習意欲を高め、自分の将来の夢を叶える土
台づくりです。
　 3 小 １ 中が共通して取り組んでいるのは、「箱根ミニマム・
チャレンジ」と「読書の推進」です。

①箱根ミニマム・チャレンジ
　　「箱根ミニマム」は、各学年で最低限身に付けたい漢字の読
　み書き・音読・計算の定着、「チャレンジ」は、その学年で覚
　えておかなければいけない知識です。例えば、小学校 １ 年でカ
　タカナ・ひらがな、 ２ 年でかけ算、 ３ 年でローマ字、中学校 １
　 年で曜日・月・数字の英語表記となっています。
　　「箱根ミニマム」は、学期に １ 回の定着度調査を行い、「チ
　ャレンジ」は学年末に定着度調査を行っています。
　　この「箱根ミニマム・チャレンジ」を実施してから、確実　
　に学力の基礎部分が向上してきました。
　　また、各学校はこの共通の取り組みの他に、「音読」「暗唱」な
　ど、子どもの実態に合わせた取り組みを行っています。
②読書の推進
　　学校統合が行われた時から、読書の推進を図ってきました。
　幼・保・幼児学園では、「読み聞かせ」を行い、各学校ではき
　つつき号の来校に合わせた図書の貸し出し月間を設けるほか、
　給食を待っている時に読み聞かせや読書時間の確保、更には空
　いたスペースを利用した図書コーナーの設置など読書の推進に
　力を入れています。
　　また、町では読書の推進を図るために「箱根子ども図書銀行」
　を設け、読書量に応じたポイントにより新刊本を渡す制度を創
　設しており、推進を図っています。以前と比べて読書量は確実
　に上がってきました。更に、園・学校ではこの他に、図書ボラ
　ンティアを募り、読み聞かせや図書室の整備を行うなど読書環
　境にも力を入れています。

箱根町『園・小・中学校一貫教育（分離型）』 知育編

“子どもたちの様子”
①計算プリントを楽しんで持ち帰り、
　取り組んでいます。
②学校の図書室に行く子どもが増えて
　います。
③授業の振り返りに重点を置くことで、
　授業内容の理解度が上がっています。消

防
の
仕
事
No. 6

　
第
６
回
は
、
消
防
総
務
課
予
防
係

の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　
消
防
に
は
、
火
事
を
消
し
、
災
害

現
場
か
ら
人
を
助
け
出
す
消
防
隊
や

救
助
隊
、
け
が
を
し
た
人
や
病
気
の

人
を
病
院
に
搬
送
す
る
救
急
隊
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
に
火
災
予
防
を
担

っ
て
い
る
予
防
係
が
あ
り
ま
す
。

　
予
防
係
の
主
な
仕
事
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

・
予
防
査
察

　
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
旅
館
や
ホ
テ

ル
な
ど
に
立
ち
入
り
、
消
防
用
設
備

（
消
火
器
な
ど
）
の
維
持
管
理
状
況

な
ど
を
検
査
し
ま
す
。

・
新
築
な
ど
の
建
物
の
審
査

　
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
建
物
が
建
つ
前
に
図
面
を
確

認
し
、
消
防
用
設
備
な
ど
が
法
令
に

適
合
し
て
い
る
か
を
審
査
し
ま
す
。

・
危
険
物
施
設
の
審
査
（
許
可
）

　
計
画
段
階
に
お
い
て
、
図
面
な
ど

を
確
認
し
法
令
に
適
合
し
て
い
る
か

審
査
し
ま
す
。
ま
た
、
多
量
の
ガ
ソ

リ
ン
、
灯
油
、
重
油
な
ど
を
貯
蔵
し

た
り
、
取
り
扱
っ
て
い
る
施
設
を
検

査
し
ま
す
。

・
消
火
・
避
難
訓
練
の
指
導

　
消
火
器
の
使
い
方
や
避
難
の
方
法
、

１
１
９
番
通
報
の
仕
方
な
ど
を
指
導

し
ま
す
。

・
防
火
啓
発

　
火
災
予
防
運
動
な
ど
の
機
会
を
捉

え
、
防
火
に
つ
い
て
の
講
話
や
ビ
デ

オ
な
ど
を
用
い
て
、
防
火
の
意
識
を

広
げ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

・
防
火
教
育

　
小
学
校
児
童
を
対
象
に
、
消
防
の

基
礎
知
識
の
習
得
、
防
火
思
想
の
普

及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
消
防
学
校

で
体
験
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
そ
の
他

　
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

安
全
な
使
用
方
法
や
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

参
考

・
旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
の
事
業
所
数

　
約
１
、
５
０
０
施
設

・
危
険
物
の
許
可
施
設
数
約
４
５
０

　
施
設

・
予
防
係
に
関
す
る
各
種
届
出
数　

　
約
１
、
４
０
０
件
（
平
成
27
年
度

　
中
）

小学校の空いた下駄箱を活用した玄関文庫

配付計算プリントの答：△☆□○

☆△□◯を重
お も

い順
じゅん

番
ば ん

にならべましょう。

（ヒント：数字を当てはめると・・・）

☆ ☆☆ ○☆△ △○ □□

東日本大震災義援金は平成29年 3 月31日㈮まで受け付けています。受付総額は 8 月24日現在、87,587,784円です。

広報はこね　2016.September
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　箱根・小田原・真鶴・湯河原をエリ
アとする箱根ジオパークに南足柄を編
入する準備を進めていることをご存知
ですか？
　今回は、南足柄市の編入についてご
紹介します。
照会先　企画課☎85−9560

　暑い日がまだまだ続くけど、みんなは楽しい夏休みを過ごせたかな？？　オ
イラは色々なところに行って、楽しい思い出を作ってきたよ。
　これまで箱根ジオパークの箱根エリアと真鶴エリアを紹介してきて、湯河原
エリアのジオサイトを紹介している途中だけど、箱根町・小田原市・真鶴町・
湯河原町の １ 市 ３ 町から構成されている箱根ジオパークは今、隣接する南足柄
市を編入するための準備を進めているんだよ。
　南足柄市は、箱根火山の外輪山の裾野に当たり、地質的にも箱根火山の地層
が占めているところが多いんだって。なんだか意外だね！でも、よくよく考え
ると金時山や明神ヶ岳も山頂付近で箱根町と南足柄市の境界にもなっているし、
箱根火山の大きさを実感できるね。
　あと、南足柄市には、足柄層群というプレートの衝突を物語る地層も見るこ
とができ、足柄山地や矢倉岳の形成などダイナミックな大地の動きを感じ取る
ことができる場所なんだって。そして、万葉集にも歌われ、東海道よりも前から東西を結ぶ流通路であった足柄道や金太
郎の伝説など自然的・歴史的なストーリーが加わり、箱根ジオパークのテーマ『北と南をつなぐ自然のみち　東と西をつ
なぐ歴史のみち』をより深く、広く捉えることができるんだよ。
　南足柄市を編入するには、 ４ 年前に箱根ジオパークが認定された時と同じように日本ジオパーク委員会の審査を受ける
必要があるんだ。申請書の提出やプレゼン審査を経て、 8 月22日～24日に ３ 名の審査員が現地審査に来たんだ。現地審査
は、南足柄エリアの現地調査の他、既存の箱根ジオパークエリア（ １ 市 ３ 町）のジオパーク活動の状況もヒアリングされ
たりしたんだ。オイラもその様子をちょっとのぞいたけど、ガイドさんたちを中心に南足柄エリアを含めた新たな箱根ジ
オパークの魅力を伝えつつ、平成24年 9 月の日本ジオパーク認定以降の活動実績についてしっかり審査員にアピールしてたよ。
　南足柄市が無事に編入できて、新たな箱根ジオパークが誕生できるといいなぁ～！
　審査の結果は、 9 月 9 日㈮に発表される予定だよ。良い結果になりますよーに☆

国
選
択・県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財「
箱
根
の
湯
立
獅
子

舞
」が
上
演
さ
れ
ま
す

  

　
カ
ナ
ガ
ワ　
リ
・
古
典
２０１６




　
in
小
田
原

　
神
奈
川
ゆ
か
り
の
伝
統
文
化
を
、

新
た
な
発
想
で
現
代
に
生
き
る
文
化

芸
術
と
し
て
発
信
し
ま
す
。
箱
根
か

ら
は
宮
城
野
獅
子
舞
保
存
会
の
み
な

さ
ん
が
出
演
し
ま
す
。

日　
時　
９
月
19
日
（
月
・
祝
）

Ⅰ
部　
13
時
（
開
場
12
時
30
分
）

Ⅱ
部　
18
時
30
分
（
開
場
18
時
）

場　
所　
小
田
原
城
址
公
園

内
容　

Ⅰ
部　

　
柳
家
三
三
師
匠
に
よ
る
落
語
や
小

田
原
周
辺
の
民
俗
芸
能
（
箱
根
の
湯

立
獅
子
舞
、
小
田
原
囃
子
、
寺
山
神

社
の
鹿
島
踊
な
ど
）

Ⅱ
部

　
小
田
原
薪
能　
能
「
夜
討
曾
我
」

な
ど

観
覧
料　
Ⅰ
部
は
無
料
、
Ⅱ
部
は
3
，

500


円
（
前
売
券
3
，
000


円
）・

限
定
1
，
000


席
（
全
席
自
由
）

主　
催　
か
な
が
わ
の
伝
統
文
化
の

継
承
と
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委

員
会
（
事
務
局　
神
奈
川
県
県
民
局

く
ら
し
県
民
部
文
化
課
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
そ
の
他
問
い
合
わ
せ
先

Ｆ
Ｍ
お
だ
わ
ら

　
☎
０
４
６
５
―
３
５
―
５
１
５
０

公
式
サ
イ
ト

http://w
w
w
.re-coten2016.

com

　
第
58
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能

　
大
会

　
関
東
各
地
に
伝
わ
る
代
表
的
な
民

俗
芸
能
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。
箱
根

か
ら
は
仙
石
原
神
楽
保
存
会
の
み
な

さ
ん
が
出
演
し
ま
す
。

日　
時　
10
月
23
日
㈰
開
演
12
時
30

分
（
開
場
12
時
）

場　
所　
神
奈
川
県
立
青
少
年
セ
ン
タ

ー　
ホ
ー
ル（
横
浜
市
西
区
紅
葉
ヶ
丘
）

出
演
団
体

箱
根
の
湯
立
獅
子
舞
（
神
奈
川
県
）

チ
ャ
ッ
キ
ラ
コ
（
神
奈
川
県
）

田
宮
ば
や
し
（
茨
城
県
）

内
船
歌
舞
伎
（
山
梨
県
）　
他

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
（
１
枚
で

4
名
ま
で
可
）
に
催
し
名
、
代
表
者

の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
を
明
記

し
、
9
月
30
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

定　
員　
4
50

名
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
当
日
受
け
付
け
も

若
干
名
用
意
）

申
込
・
照
会
先　
神
奈
川
県
文
化
遺

産
課
（
〒
２
３
１
―
８
５
８
８
横
浜

市
中
区
日
本
大
通
33
）

　
☎
０
４
５
―
２
１
０
―
８
３
５
１夕日の滝での解説



小林　直利さん 7 /16 79歳 仙 石 原

八重樫義雄さん 7 /23 54歳 仙 石 原

柏木ひろみさん 7 /26 80歳 畑 宿

坂本　友吉さん 8 / 1 85歳 仙 石 原

浅野チヅ子さん 8 /14 81歳 湯 本

日 月 火 水 木 金 土
29 30 31 9/1 2 ３

おとな
水泳教室

こども・幼児
水泳教室A

4 5 6 7 8 9 10

こども・幼児
水泳教室B 休館日 出張体操教室① おとな

水泳教室
こども・幼児
水泳教室A

11 12 13 14 15 16 17

こども・幼児
水泳教室B 休館日 おとな

水中運動教室 出張体操教室② おとな
水泳教室

こども・幼児
水泳教室A

18 19 20 21 22 23 24

こども・幼児
水泳教室B

休館日
出張体操教室③

おとな
水泳教室 休館日 こども・幼児

水泳教室A

25 26 27 28 29 30 10/1

こども・幼児
水泳教室B 休館日 おとな

水中運動教室 出張体操教室④ こども・幼児
水泳教室A

クイズ

ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー（
9
月
）※

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
来
月
の
予
定
も
一
部
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
次
号

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

赤ちゃん誕生（誕生証書 7 月発行分） 社会教育センター図書室から
《夏の疲れを解消する本》

学校での問題や教育に関する相談は教育委員会内の教育支援室☎85 ー7776へ !

　これから始まる実りの秋に向けて、夏の疲れを早
めに解消しておきましょう！
「熟睡する技術」古賀良彦著　

メディアファクトリー
　疲労回復には休養が大切です。質の良い睡眠は疲
れを取るだけでなく、脳と身体の機能を高めて、自
分の持つ力を最大限に発揮することができます。熟
睡するためのワザが詳しく紹介されている一冊です。
「体の調子をととのえる健康常備おかず」藤井恵著

　ＰＨＰ研究所
　体は毎日食べるものによって作られます。必要な
栄養素を含んだ食材を使った常備菜を用意しておけ
ば、おいしく手軽に継続することができ、少しずつ
体調が整ってきます。冷えやだるさなど、気になる
症状に合ったおかずを作ってみませんか？  

場　所 日　時
役場本庁駐車場 9 / 2 ㈮・16㈮・30㈮ １２：３５〜１２：５０

湯本小学校 9 / 2 ㈮ １0：0５〜１0：2０
9 /16㈮・30㈮ １3：00〜１3：3０

湯本幼児学園
9 / 2 ㈮・16㈮・30㈮

13：50〜14：20
町社会福祉協議会 14：30〜14：45

さがみ信用金庫湯本支店前 14：50〜15：05
箱根幼稚園

9 /１4㈬・28㈬

9 ：20〜 9 ：40
畑宿寄木会館 10：00〜10：15

湯本茶屋（静観荘駐車場) 10：30〜10：45
山崎集会所 11：00〜11：15

箱根の森小学校 9 / 1 ㈭ １0：10〜１0：3０

9 /１5㈭・29㈭ １3：00〜１3：3０
温泉幼稚園 １3：45〜１4：05

姫之湯
9 / 1 ㈭・１5㈭・29㈭

14：15〜14：30
強羅向山公園駐車場 14：45〜15：00

宮城野保育園 15：10〜15：40
さくら館

9 / 7 ㈬・21㈬

10：45〜11：00
宮城野公民館 11：10〜11：25
箱根中学校 13：10〜13：25

元箱根集会所 13：45〜14：00
箱根集会所 14：10〜14：25

仙石原小学校

9 / 9 ㈮

１3：00〜１3：3０
アレンジメントケア箱根仙石原 13：40〜13：55

仙石原幼児学園 14：10〜14：40
仙石原文化センター 14：55〜15：10

※巡回予定は変更になる場合があります。
照会先　社会教育センタ－☎82－2694

移動図書館きつつき号 巡回予定表

おくやみ（ 7 /19〜 8 /18受付分）

【さくら館温水プール水泳教室】		
◎おとな水中運動教室／おとな水泳教室	
実施時間　14時～15時／18時30分～19時30分
対　象　大人（中学生以上）
受講料　 1 回券700円、フリーパス2,000円、10回券7,000円
◎こども・幼児水泳教室
実施時間　Aこども：10時～11時、幼児：13時～14時
　　　　　Bこども：13時～14時、幼児：10時～11時
対　象　こども：小学生、幼児： 3 歳～未就学児（要オムツ離れ）
受講料　 1 回券400円、フリーパス1,000円、10回券4,000円
◎共通
持ち物　水着、水泳帽、タオルなど遊泳に必要なもの
入場料　大人300円、中学生以下100円　
　　　（障がいのある方、未就学児は無料）
参加方法　開始時間の10分前までにプール受付に集合してく　　
　ださい。
※受講者多数により参加できない場合があります。
その他　プールの利用時間は 9 時～20時です。（入館は19時30分
　　　まで）
照会先　さくら館☎85－0800

17

【出張体操教室】
　これまで総合体育館で行ってきました体操教室は、
9 月から町内の各施設に会場を移して行います。
出張体操教室①　仙石原文化センター和室　
　　　　　　　　　　　　　　　　10：00～11：30　14：00～15：30
出張体操教室②　さくら館機能訓練室
　　　　　　　　　　　　　　　　14：00～15：30
出張体操教室③　郷土資料館学習室
　　　　　　　　　　　　　　　　14：00～15：30　18:00～19：30
出張体操教室④　社会教育センター軽スポーツ室
　　　　　　　　　　　　　　　　14：00～15：30　18:00～19：30
対　象　１６歳以上
内　容　ヘルシー体操（軽運動とストレッチを合わせ
　　　た体に優しい体操です）
持ち物　運動のできる服装、タオル、室内運動靴
※室内運動靴は、仙石原文化センターと郷土資料館で
は必要ありません。
参加方法　参加費は無料です。会場にて、直接講師に
　　　声をかけてください
照会先　生涯学習課　☎85－7601

福
ふ く

士
し

　心
こ

夏
な つ

ちゃん 6 /27 奨  太 さん 仙石原　

中
な か

里
ざ と

友
ゆ

莉
り

菜
な

ちゃん 7 / 1 栄  作 さん 箱　根　

17 16

　正解者の中から抽選で 3 人の方に図書カー
ドをプレゼントします。
【問題】美しい箱根を守るために開催された
第54回「○○大会」。この○○に入る文字を
答えてください。
応募方法　はがきに答え、住所、氏名、年齢、
　　　電話番号を明記し、応募してください。
※町内在住の方のみ、 1 人 １ 通応募できます。
（町ホームページからも可）
応募期限　 9 月12日㈪　当日消印・着信有効
応募先　〒250－0398　箱根町企画課

8 月号の解答　「にこにこ」
当選者　花山よし子さん（宮城野）
　　　　坂口　道子さん（強　羅）
　　　　石田ユリ子さん（湯　本）　
★当選おめでとうございます。

●
管
理
者
の
変
更

　
総
合
体
育
館
は
、
９
月
１
日
か
ら

町
の
直
営
管
理
か
ら
指
定
管
理
者
に

よ
る
管
理
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
管
理
者
が
変
わ
っ
て
も
、
予
約
や

利
用
方
法
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
体
育
館
の
管
理
運
営
を
行

う
指
定
管
理
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

名　
称　
学
校
法
人
国
際
学
園

指
定
期
間　
平
成
２８
年
９
月
１
日
～

平
成
３３
年
３
月
３１
日

●
総
合
体
育
館
の
連
絡
先

　
電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
番
号
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

☎
８
６
―
３
３
０
０
／
FAX
８
６
―
３

１
０
０

●
愛
称
の
変
更

　
総
合
体
育
館
は
、
こ
れ
ま
で
「
レ

イ
ク
ア
リ
ー
ナ
箱
根
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
指

定
管
理
者
へ
の
管
理
変
更
に
伴
い
、

『
星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ
箱
根
』
に

愛
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
更
新

　
指
定
管
理
者
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
が
新
し
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
安
全
に
機

器
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

利
用
者
講
習
を
行
い
ま
す
。
既
に
講

習
を
受
講
し
た
方
も
含
め
、
新
し
い

機
器
を
利
用
す
る
皆
さ
ま
に
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
講
習
の
開
催
日
程
等
は
、
詳
細
が

決
ま
り
次
第
、
総
合
体
育
館
の
窓
口

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
巡
回
バ
ス
の
運
行

　
指
定
管
理
者
は
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
総
合
体
育
館
の
利
用
を
促
進
す
る

た
め
、
巡
回
バ
ス
を
運
行
す
る
予
定

で
す
。
運
行
時
間
や
停
車
場
所
な
ど

の
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
、
回
覧
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
体
操
教
室
の
会
場
変
更

　
こ
れ
ま
で
総
合
体
育
館
で
行
っ
て

き
た
体
操
教
室
は
、
町
内
の
各
施
設

に
会
場
を
移
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

Ｐ
19
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
（
公
財
）
箱
根
町
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
財
団
の
事
務
所
が
、
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
に
移
転
し
ま
す
。

住　
所　
小
涌
谷
５
２
０

☎
・
FAX
８
７
―
５
２
２
２

●
生
涯
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すくすくキッズコーナー
照会先　子育て支援課☎85−9595

◆ 4 か月児健康診査／10か月児健康診査
日　時　 9 /16㊎12：40～13：00受け付け
対　象　 ４ か月児：平成28年 5 月生まれの乳児
　　　　10か月児：平成27年10月生まれの乳児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ(10か月児のみ)
◆ 1 歳 6 か月児健康診査／ 3 歳 6 か月児健康診査
日　時　 9 /16㊎13：00～13：20受け付け
対　象　 1 歳 6 か月児：平成27年 3 月生まれの幼児
　　　　 3 歳 6 か月児：平成25年 3 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
◆ 2 歳・ 2 歳 6 か月・ 3 歳児歯科健康診査
日　時　 9 / 9 ㊎13：00～13：30受け付け
対　象　平成25年 8 月、平成26年 2 月・ 8 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、歯科保健カード
◆育児教室（たんぽぽの会）
日　時　 9 /20㊋ 9 ：45～11：45
対　象　 7 か月～ 3 歳までの乳幼児とその保護者
※ 1 週間前までに電話で申し込んでください。
◆離乳食教室（さくらんぼ教室）
日　時　 9 /15㊍13：30～15：00
対　象　 3 ～18か月頃の乳幼児とその保護者
※ １ 週間前までに電話で申し込んでください。　
○場所はいずれもさくら館です。

やまなみ荘コーナー
照会先　健康福祉課☎85−7790

●趣味の教室
書　道　 9 / 2 ㊎・16㊎10：00～12：00
対　象　各教室とも町内在住の60歳以上の方
※開催日が変更になる場合があります。
●健康相談
日　時　 9 / 2 ㊎13：00～13：30受け付け
内　容　健康管理、生活習慣病予防、食事指導、血圧測定
　　　　など
対　象　町内在住の60歳以上の方

夜間診療ができる病院などについては､消防署（☎ 82−4511）に問い合わせてください｡住民の方は窓口で申し出れば、町立観光施設・郷土資料館の入館料が無料になります。
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催　し
歩く会

十国の景色を見るコース
[11ｋｍ]（健脚コース）

日　時　 9 月10日㈯ ９ 時20分（中止の場合
　　　は15日㈭）
集合場所　十国峠　バスターミナル
コース　山頂駅～東光寺～岩戸山～日金山
　　　ハイキングコース入口～落合橋
会　費　500円(保険料他)
※初参加の方は別に500円が必要です。
照会先　箱根町歩く会会長　村上東司　

☎85－6788
※当日の開催の有無は☎85－6788で確認し
てください。音声メッセージにて、自動的
にメッセージが流れます。
　電話がかけられる時間は、前日の17時か
ら当日の 9 時までです。

普通救命講習

日　時　普通救命講習Ⅰ　 9 月18日㈰ 9 時
　　　～12時
内　容　自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を
　　　用いた心肺蘇生法及び止血法など
場　所　消防本部体育訓練室
対　象　町内在住（中学生以上）・在勤の方
定　員　２０人（申込順）
その他　修了者には修了証を発行します。
申込・照会先　消防署警備課救急係　

☎82－4511

案　内
身体障がい者の補装具
相談会（更生相談会）

日　時　 9 月12日㈪13時～15時
　　　（受け付けは14時まで）
場　所　小田原市保健センター（小田原市
　　　酒匂 2 －32－16）
内　容　肢体不自由障がい者の補装具交付、
　　　修理相談
※希望する方は事前に連絡してください。
照会先　健康福祉課☎85－7790

7790 心配ごと相談
日時・場所
・ 9 月14日㈬　箱根出張所
・ 9 月21日㈬　仙石原文化センター

・10月 5 日㈬　役場分庁舎
　いずれも13時30分～15時30分
内　容　生活、人権、教育に関する相談、
　　　国や県への要望など
相談員　民生委員児童委員、人権擁護委員、
　　　学校教育指導員、総務省行政相談委
　　　員
※希望する方は事前に連絡してください。
照会先　健康福祉課☎８５－７７９０

福祉相談会

日時・場所
・ 9 月 8 日㈭役場分庁舎（☎85－7790）
・ 9 月29日㈭さくら館（☎85－0800）
　いずれも10時～12時
対　象　身体・知的・精神障がい者および
　　　家族の方
内　容  社会福祉士など専門家による面接
　　　相談、電話相談
照会先　健康福祉課☎85－7790

神経難病講演会
（パーキンソン病講演会）

日　時　 9 月29㈭14時～16時
場　所　小田原保健福祉事務所（小田原市
　　　荻窪350－ 1 小田原合同庁舎 ４ 階）
定　員　30名（予約制、参加費無料）
テーマ　病気・治療を理解して、うまく療
　　　養生活を送りましょう
講　師　医療法人武井内科医院　理事長　
　　　武井和夫医師
内　容　小田原市内で開業している神経難
　　　病の専門医から病気や治療の情報と
　　　療養生活の過ごし方について聞く
照会先　小田原保健福祉事務所　保健予防
　　　課　☎0465－32－8000

小田原保健福祉事務所
各種相談日

○エイズ相談・検査　
　 ９ 月21日㈬ ９ 時～11時
○精神保健福祉相談　
　 ９ 月20日㈫、10月 ４ 日㈫・13日㈭　いず

　れも13時30分～16時30分
○認知症相談　
　　10月 ７ 日㈮13時30分～16時30分
○骨髄ドナー登録　10月 ４ 日㈫11時
○療育歯科相談　
　 ９ 月29日㈭ ９ 時～11時30分
※予約制です。相談を希望する方は、前日
までに連絡してください。
照会先　小田原保健福祉事務所保健予防課 
　　　☎0465－32－8000（内線3237：療育
　　　歯科相談・内線3242：その他の相談・
　　　検査）

無料口腔がん検診

　小田原歯科医師会主催で無料口腔がん検
診を実施します。
日　時　①10月 6 日㈭　②11月10日㈭　い
　　　ずれも13時～17時
会　場　小田原市休日急患歯科診療所（小
　　　田原市酒匂 2 －32－16　小田原市保
　　　健センター内）
定　員　各回32人
申込方法　 9 月15日㈭必着で、住所、氏名、
　　　年齢、性別、電話番号、検診希望日
　　　をご記入の上、はがきまたはファッ
　　　クスで申し込んでください。
申込・照会先　（一社）小田原歯科医師会
　　　〒２５０－０８７５　小田原市南鴨宮 ２－２７
　　　　　　－１９／☎０４６５－４９－１３１１／FAX０４６５－
　　　　　　４９－１５５１

公益社団法人小田原薬剤師会主催
市民公開講座2016

「健康診断の結果の見かた！
   ～精密検査と言われたら～」

日　時　 9 月11日㈰ 13時30分～15時（受
　　　付13時～）
場　所　小田原市保健センター 3 F
　　　小田原市酒匂 2 －32－16（JR鴨宮
　　　駅南口徒歩15分）
講　師　小田原循環器病院　循環器内科　
　　　医局長　医師　熊谷賢太先生
問合せ先　公益社団法人　小田原薬剤師会
　　　☎0465－23－2658　 9 時～17時 ㈪～㈮

　さつま芋は、糖質や食物繊維、
ビタミンＢ １ ・Ｃを多く含み、消化吸収がよい
食品です。ほどよい甘さがあり、煮る、焼く、蒸すな
ど幅広く料理に使えます。
　選び方のポイントは、皮の色が均一で鮮やか、傷が
ないものを選びましょう。また、表面に蜜が浮いて固
まっているものは糖度が高いと言われています。
●材料（紙コップまたは、マフィン型 ６ 個分）
さつま芋　　　  　１５０ｇ
バター　　　　　　 ５ ｇ
メープルシロップ　大さじ １ ・ １ / ２
【生地分】
ホットケーキミックス  １００ｇ
卵　　　　　　　       １ 個
砂糖　　　　　　       ３０ｇ
牛乳　　　　　       　大さじ ６
バター　　　　　       １５ｇ
●作り方　
①　さつま芋は ３ ㎝幅に切り、ラップに包み電子レン
　　ジに入れて６００Wで ２ 分程温め、あら熱がとれた
　　ら、１.５㎝角程に切る。
②　フライパンにバターを入れて火にかけ、①を入れ
　　て軽く炒めて、メープルシロップを加えて水分を
　　とばしながらからめる。
③　ボウルに卵、砂糖、牛乳、溶かしたバターの順に
　　加えながら混ぜ、ホットケーキミックスを加え、
　　ゴムベラでサックリと切るように混ぜる。
④　①をトッピング用に少し取り置き、残りを③の生
　　地に加えてゴムベラでサクッと混ぜて、型に流し 
　　入れ、トッピング用のさつま芋をのせる。
⑤　④を耐熱皿に並べて、電子レンジに入れて６００W
　　で ４ 分程温める。
　　　竹串を刺して、生っぽい生地がついたら、３０秒
　　ずつ追加して温める。

さつま芋の
メープル蒸しパン

今月の‘旬’
さつま芋、鯵、タアサイ、梨、いちじくなど

今
月
の
納
期

9 月30日㈮納期限
○固定資産税（第 3 期）
☆国民健康保険料（第 4 期）

☆介護保険料（第 4 期）
☆後期高齢者医療保険料（第 3 期）

照会先　○＝税務課（収納係）☎85－9573
　　　　☆＝保険年金課☎85－9564

旬を知っておいしく食べよう♪

栄養満点 !　旬レシピ

　固定資産税および国民健康保険料については、夜間・
休日も、納付書裏面記載のコンビニエンスストアで支払
いができます。（納期限が過ぎている納付書では納付で
きません。）
　納期限が過ぎているもので、納め忘れの方は、至急役
場本庁会計課・出張所または金融機関でお納めください。
＝納付は便利な口座振替で＝
　口座振替を希望される方は、連絡してください。
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　当番医は変更になる場合がありますので、必ず消防署
(☎82－4511）に確認してください。

診療時間　9：30～17：00
当番日 当番医 所　在 電話番号

9 / 4 箱　根　医　院 湯　本 85－5200

11 郷医院箱根小涌園診療所 二ノ平 82－2672

18 土　屋　医　院 湯　本 85－5034

25 仙石原永井医院 仙石原 84－8295

休日急患（医科）

※9/19㊊・22㊍は小田原市休日夜間急患診療所（小田原市酒匂2
－32－16／☎0465－47－0823）を利用してください。診療時
間は8：30～11：30、13：00～15：30、18：00～22：00です。



ふれあいひろば
●町ホームページ内「写真ニュース」でも地域の話題を配信中!

環境先進観光地
　　　　　―箱根

コンセントを
こまめに抜いて待機電力をカット!
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町の人口と世帯

●人口　11，578人（−14)
　男　5，507　 女　6，071
●世帯　 6，111（＋1)

ー 8 月 1 日現在ー（　）内は前月比

（大涌谷）

● 8 / 3  （宮ノ下）

● 7 /28 （大涌谷）

● ８ /１６ （強羅）

姉妹都市カナダ・ジャスパー町学生との交流

太閤ひょうたん祭り

姉妹都市・北海道洞爺湖町中学生親善使節団来町

箱根を見守る大の文字

　 7 月26日から 8 月 8 日の間、姉妹都市のカナダ・ジャスパー
町から 2 名の交換学生、Caleb君とWalter君が箱根町へいら
っしゃいました。
　 8 月15日から28日までは箱根町の学生、高橋芽生さん（強羅）
がジャスパー町へ派遣され、Caleb君とWalter君、それぞれ
の家にホームステイをし、カナダの美しく雄大な自然を体験さ
れました。箱根町滞在中の中で、芽生さんはジャスパー町学生
を一部園地解放された大涌谷へ案内し、みんなで迫力ある箱根
の自然を楽しみました。

　宮ノ下富士屋ホテル駐車場で開催された太閤ひょうたん祭り。
ゲストの方のステージもありますが地元の方の屋台や金魚すく
いなど地域のつながりが感じられるお祭りでした。地域のお祭
りではありますが、外国からの観光客の方も見受けられ、箱根
は国際観光地であることを改めて感じました。

　 7 月27日～29日にかけて洞爺湖町中学生親善使節団が町を訪
れました。洞爺湖町の中学生 6 名は、箱根中学校生徒 6 名とと
もに町内見学や 1 年 3 ヶ月ぶりに全線再開した箱根ロープウェ
イに乗車して、大涌谷の黒たまごを味わう体験をするなどして、
交流を深めました。

　今年で95周年を迎えた箱根大文字焼き。当日は多くの観光客
が訪れ、出店や強羅の街並みを楽しんでいました。この日の天
気予報は夜から雨。花火が上がる直前に雨が降り出してしまい
ましたが、点火された大文字は雄大に、そしてやさしく強羅の
町を照らしていました。
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※平成２７年国勢調査の速報結果を基礎としています。

(写真左から高橋芽生さん、Caleb君、Walter君）
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